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⽇本の統計教育

昭和22年
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発祥は･･･

新潟県



統計教育の発祥

⽶国第１次統計使節団⻑

ライス博⼠ 報告書

「統計的なものの⾒⽅・考え⽅を⼦ども
の頃から⾝につけさせ、これを⽇本⼈の
第⼆の天性たらしめよ。それを可能にす
るのは統計教育である。」

「統計教育の問題は初級、上級学校の全
部に亘って同時に着⼿されなくてはなら
ない。」
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昭和22年（1947）

新潟県が統計教育
発祥の地︕

新潟県
「統計指定学校制度」の創設



昭和22年 全国初 統計指定学校制度の創設

国⺠⼤衆の絶対的な理解と協⼒が必要で，正しい申告と調査集計
が⾏われなければならない。そのために，統計普及の⼀⼤
国⺠運動を起こす。

学童への統計思想の啓培。
・統計に興味を持たせる。
・統計による社会事象の判断⼒を養成する。
・簡単な統計調査の⽅法を知らしめる。

学童を通じて家庭社会への統計思想を浸透させる。

初年度は９校の⼩学校からスタート
毎年拡充していき，将来は全県下の各学校に普及させていく⽅針

6



昭和23年『統計協⼒学校』に改称し本格実施

教科，経営⾯においての指定学校制度と混同され
ないように，『統計協⼒学校』へ改称

２年⽬は13校を増置し，
県下各郡市⼀校となる。
⼩学校18校
中学校4校

全22校

〈統計協⼒学校の内容〉
研究費1500円
研究資料の提供
統計教育の仕事に携わる研究主任を１名配置

学校の⾃由な⽴場において統計を取り上げて貰う。
⾊々な学科において多少なりとも統計を意識して教
育する。教育をうける者も知らずの間に統計に興味
を持ち，⾃主的に特定事象の解明に乗り出す⽅向に
いかせるのがねらい。
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昭和25年『統計教育研究発表会（全国初）』を開催

＜プログラム＞
・研究授業の公開，参観
・講演会
森⽥優三⽒（統計局⻑）
近藤次郎⽒（東⼤講師，総理府技官）
⽂部省統計課⻑，新潟県知事，他

・研究発表
・研究協議会
・図表展⽰会

第１回は上越市（旧⾼⽥市）東本町⼩学校で開催され，教員約200名が参加

第２回
（S26）

新潟市⽴豊照⼩ 約300名

第３回
（S27） 三条市⽴第⼆中 約350名

第４回
（S28）

⻑岡市⽴表町⼩ 約650名

第５回
（S29） 柏崎市⽴枇杷島⼩ 約800名

新潟県内の関係者に加え，北海道〜⿅児
島に⾄る250名の参加者があり，あたかも
全国⼤会の盛況。

毎年１回開催され，参加者は年々増加
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統計教育研究発表会 ⼦ども達の発表①

第４回統計教育研究発表会 ⻑岡市⽴表町⼩学校５年⽣
吉沢隆平 諸橋泰夫 吉川博儀 君

クラスでのお得意の店調査の結果

この結果から，クラスで
話し合いがあり，近い所
がいいのに，なぜ遠くま
で買いに⾏く⼈がいるの
か︖安いというけど，品
の良し悪しがあるので
は︖など，いくつも問題
がでてきた。

解決の⽷⼝になるかも︕
と毎回にぎわう「五・⼗
の市」を調べてみること
になった。

・⼈が集まる理由は安いと
いう理由なのか︖

・本当に安いのか︖
・安いならなぜ安いのか︖

という，新しい疑問が出た。
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統計教育研究発表会 ⼦ども達の発表②

第４回統計教育研究発表会 ⻑岡市⽴表町⼩学校６年⽣
佐藤良⼦さん

理科の伝染病のことで保健所
を訪れ，⾚痢の患者が増えて
きたという事を聞いたこと。
テレビやラジオで集団⾚痢事
件の事を頻繁に聞くことから

「なぜ，⾚痢は夏に多く発⽣
するのだろうか。」という疑
問を持ち
⻑岡市の⾚痢について調べた。

・⾚痢菌の増える温度
・媒介するハエの繁殖
・戦後の上下⽔道の復旧
・井⼾⽔の⽔質
・夏の信濃川の⽔質
が関係していることが分かった。

対策として，ハエ取り，信濃川⽀流の清
掃，予防接種を徹底する。10



〈部⾨〉
学校の部，教職員の部，⽣徒児童の部

〈賞〉
⽂部⼤⾂賞，⾏政管理庁統計基準部⻑賞，
総理府統計局⻑賞，新潟県知事賞，新潟
県教育委員会賞，新潟県統計協会賞

統計図表展⽰会の作品 〜グラコンの前⾝︖〜
第２回統計教育発表会から⾏われている，統計ポスターの展⽰会 （第１回統計教育発表会のときはプレでおこなわれていた）

第２回
（S26）

第３回
（S27）

第４回
（S28）

第５回
（S29）

統計協⼒学校職員，
児童⽣徒の作品 303点 291点 261点

第１回統計グラフ全
国コンクール開催年

11



統計協⼒学校の発展（昭和28年度）

＜統計協⼒学校数の推移＞ ＜協⼒学校の種別＞

46% 51%

3%
＜⼀校あたりの補助⾦額＞

＜教科と統計教育の位置＞

統計教育の位置づけは難しく、⼩学校において
は児童の環境や⼼⾝発達を考慮にいれなければ
ならない。⾃然と教科の中に出てくるような教
育計画を⽴てておく必要がある。

⼀番⼤事なことは、現場で教育に携わる先⽣⾃
⾝が統計教育に興味を持たなければならない。

25道府県
341校

北海道 岩⼿
宮城 秋⽥
福島 茨城
埼⽟ 千葉
神奈川 新潟
⽯川 福井
⼭梨 滋賀
⿃取 島根
岡⼭ 広島
⼭⼝ 徳島
愛媛 ⾼知
⻑崎 熊本
⿅児島

最⾼は⼭⼝県の1万8千円

県の黎明「学校における統計調査のありかた」（近藤次郎⽒）より 12



新潟県統計教育研究協議会の結成（昭和31年度）

新潟県統計教育研究協議会
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昭和31年度（1956）

県（統計課） 県統計教育研究
協議会

◆統計協⼒学校が中⼼となり、県下の全⼩・中学校に呼びかけて同志を募り結成。

◆統計教育が⼀部の学校の特殊教育として位置付けられるのでは無く、全ての学
校で取り上げられなければならない。

◆統計教育に係る調査研究、研修会、研究誌の作成等。

【主な研究成果物】
「統計教育の研究 理論と実践（1959）」
「統計教育のすゝめ⽅ 研究の⼿引 理論編（1962）」

統計教育の主体



なぜ新潟県から統計教育が始まった︖

統計課⻑

天城誠⼆⽒

統計課主任

相⾺⿓⼀⽒

統計局技官
東⼤講師

近藤次郎⽒

統計局⻑

森⽥優三⽒

新潟県 総理府

⽂部省
教育委員会

⽶国第１次統計使節団⻑

ライス博⼠ 報告書
「統計的なものの⾒⽅・考え⽅を⼦どもの頃から⾝につけさせ、これを⽇本⼈の第⼆の天
性たらしめよ。それを可能にするのは統計教育である。」

「統計教育の問題は初級、上級学校の全部に亘って同時に着⼿されなくてはならない。」

統計指定学校へ職員
を派遣して欲しい

授業を参観し、先⽣
⽅に統計の話をして
きなさい。

数表やグラフを⾒て判断
する重要性を説明

統計指定学校
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昭和61年（1986）
統計教育指定校

現在の新潟県の取組①

昭和22年（1947）
統計指定学校

昭和23年（1948）
統計協⼒学校 現在
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平成９年（1997）
統計教育協⼒校

統計教育研究事業助成（昭和22年〜現在）

県統計協会
昭和10年（1935）設⽴

統計教育協⼒校

県統計教育研究
協議会

S31〜H9
（協議会廃⽌に伴い廃⽌）

S22〜現在

【統計教育協⼒校の変遷】

県統計協会
「統計教育研究事業助成要綱」制定

※H28年度の助成内容
年間３万円（上限）助成⾦
協⼒期間 ２年間



現在の新潟県の取組②
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統計グラフでみる新潟県（昭和55年〜現在）
◆⼩学⽣から統計に親しみ、県勢への正しい理解と統計利⽤の普及向上を図る。

昭和55年〜（冊⼦配布） 平成13年〜（HP公表）

年4回更新
（四半期毎）



現在の新潟県の取組③
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統計出前授業（平成26年度〜現在）
◆学校における統計教育をサポート、児童⽣徒への統計の普及・啓発。

◆統計課職員が学校に出向き、統計データの読み取り⽅やグラフ作成のポイン
トの習得など、演習を通し、学年に合わせた学習を実施。統計グラフコンクー
ル作品の作り⽅の授業も実施している。

7

5

12

7

17

19

11 11

16

19

17
18

22

0

5

10

15

20

25

19年度 20 21 22 23 24 25 26 27 28年度

統計教育協⼒校と出前授業

出前授業 統計教育協力校

（校）



今後の課題
〜平成29（2017）年 新潟県で統計教育が発⾜して70年⽬の節⽬の年に〜
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⾏政部局と教育部局の連携

教育現場に統計教育の重要性についての理解を深めてもらう
ための取組み強化。

◆統計教育協⼒校制度や出前授業の周知
・チラシの配布
・教職12年経験者研修でのＰＲ

◆教員を対象とした統計教育に関する研修会・セミナーの開催



御静聴ありがとうございました。
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